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2025年度の新潟・群馬・長野におけるサーベイランス症例の内訳

新潟 群馬 長野 Total

sCJD 3 2 6 11

Definite 0 0 0 0

Probable 3 2 5 10

Possibel 0 0 1 1

gCJD 2 1 2 5

dCJD 0 0 0 0

Undiagnosed 0 1 0 1

non-CJD 0 0 2 2

Total 5 4 10 19

2025年度の新潟・群馬・長野におけるサーベイランス症例に対する
プリオン蛋白遺伝子検査の実施率

(2024年度 83%) (2024年度 67%)

解 説

1.新潟・群馬・長野3県において, 令和7年度にsCJD 11例,

gCJD 5例を確認し, dCJDは認めなかった.

2.令和7年度プリオン蛋白遺伝子検査の実施率は,

新潟100%, 群馬50%であり，前年と著変はなかった．
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